
た。

「
忠
魂
碑」

は
さ
ま
郵
便
局
交
差
点
の
一

角、

龍
祥
寺
境
内
の
草
む
ら
に
あ
っ

た
「

忠

魂
碑」

が
な
く
な
っ
て
跡
地
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
丘
陵
と
な
っ
て
い
る。

戦
後
8
0
年、

霊
の
忠
魂
碑
に
つ
い
て
廃
棄
さ
れ
た
の
か
気
に
か
か
り
調
べ
て
み
た。

碑
は
元
の
場
所
か
ら
県
道
5
1
号
線
を
赤
野
方
向
に
約
2
0
0
メ
ー
ト
ル

上
っ

た
東
側、

挟
間
商
工
会
隣
接
の
由
布
市
駐
車
場
広
場
に
移
設
さ
れ
て
い

二
、

移
設
の
経
緯

戦
没
者
を
慰
霊
す
る
忠
魂
碑
・

慰
霊
碑
は
全
国
で
約
1
万
7
千
碁
あ
る
と

い
わ
れ
る。

年
を
経
て、

そ
の
う
ち
ひ
び
割
れ
や
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
等
管
理

状
態
が
「
不
良」

ま
た
は
「
や
や
不
良」

一
、

初
め
に

挟
問

昭
和
l
o
0
年
の
―

つ
の
節
目
の
年
に
当
た
り
戦
没
者
慰

移
設

の
基
が
7
8
0
埜
あ
る
（
令
和
4
年

8
月
1
4
日
付
産
経
新
聞）

と
い
わ
れ
て
い
る。

当
忠
魂
碑
も
「
土
台
部
分
の

亀
裂
や
傾
き
が
生
じ
て
い
る
な
ど
倒
壊
の
お
そ
れ
や
地
震
等
に
よ
る
倒
壊
の
お

そ
れ
や
そ
れ
に
伴
う
二
次
災
害
の
危
険
性
も
あ
る
た
め、

解
体
後、

移
設
を
行

う」

必
要
が
あ
る
と、

令
和
4
年
1
1
月
3
0
日
の
由
布
市
議
会
に
上
程
さ
れ

た。

ま
た
移
設
に
伴
う
経
贄
も
同
年
1
2
月
1
3
日
市
議
会
に
承
認
さ
れ、

由

布
市
赤
野
の
閥
ダ
イ
ユ
ウ
建
設
に
よ
り、

令
和
5
年
4
月
上
旬
か
ら
約
2
ヶ
月

坂

本

勝

信

か
け
て
移
設
さ
れ
た。

移
設
は
塔
の
晶
分
と
塔
で
新
た
に
周
り
に
柵
が
設
置
さ

れ
た。三、

忠
魂
碑

塔
正
面

二＇
忠
魂
碑」

と
大
書
さ
れ、

頭
頂
部
に
陸
軍
を
表
す
五
茫
星、

部
に
海
軍
を
表
す
錨
が
刻
さ
れ
て
い
る。

下

忠
魂
碑
に
は
以
上
の一三一
面
へ
の
文
字
が
見
ら
れ
る
の
み
で、

碑
の
建
立
目

的
や
誰
が
な
ど
の
補
足
説
明
事
項
は
一

切
見
ら
れ
な
い。

由
布
市
の
事
業
と
し
て
移
設
が
実
行
さ
れ
た
が
移
設
前
は
草
刈
り
な
ど
の

実
質
的
な
管
理
を
挟
間
地
区
遺
族
会
が
実
施
し
て
い
ま
す。

遺
族
会
と
は
戦
後

占
領
軍
に
よ
る
統
治
が
終
わ
り、

日
本
が
独
立
を
回
復
し
た
昭
和
2
2
年
に
組

織
化
さ
れ
同
2
8
年
財
団
法
人
認
可
の
太
平
洋
戦
争
戦
没
者
遺
族
の
団
体
で
碑

が
建
立
さ
れ
た
当
時
は
な
か
っ
た
組
織
で
す。

ち
な
み
に
挟
間
町
谷
小
学
校
敷
地
内
に
「
慰
霊
塔」

が
あ
り、
こ
の
塔
に
は、

日
清
戦
争
以
降
の
戦
役
特
に
「
昭
和
l
6
年
対
米
英
戦
争
は
遂
に
世
界
大
戦
を

勃
発
し
全
支
那
大
陸
か
ら
仏
印
ビ
ル
マ
マ
レ
ー
半
島
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
太
平
洋
と

全
域
に
て
組
戦
し
て
散
華
し
た
1
0
9
柱」

の
慰
霊
の
た
め、

当
時
の
村
長
さ

ん
謹
書
の
碑
文
入
り
で、

昭
和
2
9
年
9
月
谷
地
区
遺
族
会
に
よ
り
建
立
さ
れ

た
も
の、

と
明
確
に
刻
さ
れ
て
い
ま
す。

塔
右
面

こ
陸
軍
中
将

郷
田
兼
安

謹
書

塔
左
面

品
叩
和
七
年
五
月
建
之
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由
布
川
�

9
7
名

石
城
川
�

9
8
名

谷

�

ー

ー

2
名

挟
間
�

l
l
3
名

「
挟
間
町
誌」

に
よ
れ
ば
町
内
の
戦
没
者
数
は

五 、

挟
問
町
の
戦
没
者

四 、

挟
間
忠
魂
碑
設
置
場
所
の
変
遷

挟
間
町
合
併
以
前
だ
っ

た
こ
の
忠
魂
碑
の
設
置
に
つ
い
て
の
資
料
は
発
見

し
得
ま
せ
ん
で
し
た

。

挟
間
町
史
に
も
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん 。

以
下
の
こ
と
は

伝
聞
で
す 。

昭
和
7
年
の
建
立
場
所
は
挟
間
小
学
校
校
庭
だ
っ

た
。

挟
間
小
学
校
は
尋
常
小
学
校
と
し
て
昭
和
4
年
3
月
現
在
の
場
所
に
移
転

開
校
し
て
い
ま
す
の
で
納
得
で
き
ま
す 。

昭
和
3
2
年
に
開
園
し
た
挟
間
幼
稚
園
が
碑
が
埋
め
ら
れ
た
跡
地
に
建
設

が
決
ま
り 、

碑
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す 。

掘
り
起
こ
さ
れ
た
碑
が

龍
祥
寺
の
境
内
に
再
興
さ
れ
た
そ
う
で 、

時
期
は
不
明
で
す
が 、

前
掲
の
由
布

市
の
「
碑
の
解
体
移
設
上
程
書」

に
は
「
昭
和
2
8
年
に
現
挟
間
町
挟
間
の
龍

祥
寺
敷
地
内
に
建
立
さ
れ
た
忠
魂
碑」

と
あ
り
幼
稚
園
開
園
よ
り
5
年
前
の
時

点
と
な
り
ま
す 。

ち
な
み
に
龍
祥
寺
さ
ん
敷
地
内
使
用
に
つ
い
て
借
地
料
は
当
時
の
挟
間
村

そ
し
て
挟
間
町
そ
し
て
今
の
由
布
市
が
負
担
し
て
い
た
そ
う
で
す 。

昭
和
2
0
年
夏
敗
戦
と
な
り 、

碑
は
倒
さ
れ
士
中
に
埋
め
ら
れ
た

。

区
域
の
明
治
大
正
時
代
の
戦
没
者
数
は
2
0
名
と
の
こ
と
で
す
（
日
清
戦
争 、

シ
ベ
リ
ヤ
出
兵
等
の
戦
役）

。

日
露
戦
争 、

戦
後
8
0
年 、

そ
れ
は
平
和
が
保
た
れ
た
8
0
年
で
も
あ
り 、

は
か
っ

て
の
国
策
に
殉
じ
て
亡
く
な
っ

た
多
く
の
先
人
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん 。

彼
ら
を
し
の
ぶ
よ
す
が
（
縁）

が
と
て
も
大
事
な
こ
と
と
お
も
い

ま
す 。

今
回 、

危
険
だ
か
ら
と
撤
去
破
棄
せ
ず
に 、

こ
の
忠
魂
碑
を
移
設
保
存

し
た
地
元
行
政
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
末
永
い
保
存
を
期
待
し
ま
す 。

願

わ
く
は
3
0
年
5
0
年
先
の
市
民
が
こ
の
碑
の
意
義
が
理
解
で
き
る
看
板
の
設

置
を
望
む
も
の
で
す 。

六 、

終
わ
り
に

ま
た
大
分
県
護
国
神
社
の
記
録
に
よ
れ
ば 、

と
の
記
述
が
あ
り
ま
す 。

そ
の
背
景
に

こ
の
碑
の
建
立
以
前
の
現
挟
間
町
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